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情報と科学　2009年試験問題

番号　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　
１．表１は身長（cm）と体重（Kg）について，５人のデータを示したものである。

　　これを用いて以下の問に答えよ。
（答は小数点以下第１位まで求めること）

	表１．データ

	　身長　　体重

	１５５　　５５
１７０　　６０
１６０　　４５
１６５　　５０
１７５　　６５


（１）身長と体重の平均値を求めよ（各５点）。

　　　　　　身長：　　　　　　　　体重：　　　　　　　　
（２）身長と体重の中央値を求めよ（各５点）。
　　　　　　　　　　　　　　　身長：　　　　　　　　体重：　　　　　　　　

（３）身長と体重の標準偏差を求めよ（各５点）。
　　　　　　　　　　　　　　身長：　　　　　　　　体重：　　　　　　　
２．下の写真を移動させて、点線の枠内に入れなさい（１０点）。
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３．表２から，分かりやすく美しい身長の棒グラフを作成し，点線の枠内に置きなさい。

　　（２０点）


	表２．身長の分布

	区間(cm)
	人数

	145-150
	２

	150-155
	８

	155-160
	１３

	160-165
	１０

	165-170
	１

	計
	３４


４．下の図の色違いの図を作り，点線の枠内に置きなさい（２０点）。



５．試験用データexamdata2009.xlsを用いて、表３を完成させなさい（２０点）。
　　ただし、数値は小数点以下第２位を四捨五入して、小数点以下第１位まで求めること。

表３．身長と体重の平均値と中央値

	
	平均値
	中央値

	男性：　　人

身　長
体　重
	
	

	女性：　　人

身　長
体　重
	
	





� EMBED PowerPoint.Slide.12  ���

















PAGE  
2



現　象







心的事象

社会的事象

自然事象





情報提供者

研究者





言語による記述：テクスト





観察

インタビュー





























































































































































１．情報源による分類

　①情報提供者（研究者以外）

　②研究者自身：参与観察などによる情報収集

　　　他者による確認がある程度可能



２．現象の分類

　①自然事象：共通了解が可能

　②社会的事象：ある程度の共通了解が可能

　③心的事象



１と２から、６通りの分類がある。



(1)研究者自身＋自然事象：　量的データの収集が可能

(2)情報提供者＋自然事象：　情報提供者により認識されたデータ

　　客観的情報として扱うのならば、実際に測定した方がよい。



(3)研究者自身＋社会的事象：　量的データの収集が可能

(4)情報提供者＋社会的事象：　情報提供者により認識されたデータ

　　客観的情報として扱うのならば、実際に測定した方がよい。



(5)研究者自身＋心的事象：　質的データ

(6)情報提供者＋心的事象：　本質的な質的データ



(1)～(4)は他者との比較が可能で、かつ量的アプローチも可能。



2009年3月5日

配布資料：高木廣文
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